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ダイヤモンド・トランジスターのミリ波帯動作

～大面積化可能な多結晶を用いて ～

どんな問題に取り組むのか？

得られた結果はどう新しいのか？

この研究が成功した場合のインパクトは？

連絡先：
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今回、大面積化可能な高品質多結晶ダイヤモンドを用いてトランジス
ターの作製に成功しました。最大動作周波数は120GHzで、通信衛星や
レーダーなどが使うミリ波帯域（周波数：30GHz～300GHz）での電力増
幅が可能である事を示しました。また、素材がダイヤモンドであるため、
他の半導体と比較して、放熱性や耐高電圧性に非常に優れています。

これまで真空管でしか実現できなかった宇宙空間にある通信衛星や更な
る高周波化、高性能化が要求される無線電話基地局などのマイクロ波、
ミリ波帯域の高出力電子素子の出力を飛躍的に向上させることができま
す。 -10
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多結晶と単結晶ダイヤモンドのサイズ比較

多結晶ダイヤモンドトランジスタの高周波数特性

多結晶
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ダイヤモンド半導体は、高いキャリア速度と最大の熱伝導率を兼ね備え
、ダイヤモンドトランジスターが実現すれば、高周波で最高の電力特性
を示すと予想されています。これまでに我々が作製したダイヤモンドト
ランジスタは、単結晶ダイヤモンド基板上のＣＶＤダイヤモンドを用い
て作製されていました。その寸法は基板の寸法で制限され、数mm角以
下と小さいものでした。
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